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天国の学者の著作は、以下に定める凡例に従っている。ここにそれを明記する

のは、すべての読者が、聖書およびその他の典拠がどのように引用されている
か、特定の典拠がなぜ引かれているか、そしてこれらのページで用いられてい

る記号と書式が何を意味するかを知ることができるようにするためである。

聖書

聖書は決して改変しない。聖書は、引用する版に印刷されているとおり一語一
語そのままに引用し、いかなる状況においても、いかなる理由によっても、決

して改変しない。語、文字、句読点の一つたりとも加えず、削らず、変えず、
その中に強調や組版上の記号を置くこともしない。印刷された本文に文法、綴

り、または印刷上の誤りがあるように見える場合も、そのままの形で残す。聖
書は聖なるものであり、訂正を口実としてこれに手を加えることは一切しな
い。主教がある箇所について論評しようとするときは、引用の外で、自らの言

葉によってそれを行う。

用いる聖書。英語では、聖書は欽定訳聖書（King James Version。1769年の標準本

文、外典を含む）から引用する。その他のすべての言語では、読者が読んでい

るその言語で、定評があり刊行されている聖書の版から引用し、英語から新た
に翻訳することは決してない。可能な限り、認められた聖書協会の公式の版か
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ら引用するよう、あらゆる努力を払っている。全体を通してパブリックドメイ

ンの版を用いてきたが、それは主として、著作権の問題と、著作権のある版を

用いるための許可を待つことを避けるためである。それでも、慎重を期すべき

であり必要であった一部の場合には、その言語を担当する聖書協会に許可を求
めている。なお著作権の存続している版は、その出版者の許可によって用いて

いる。許可は直接与えられたもの、または出版者が公表している利用許諾によ

るものであり、あるいは法の許す範囲において公正な利用として用いている。

版名を明記する。聖書の引用にはすべて、引用元の版の名を記す。たとえば英
語では「（KJV）」、ドイツ語では「（Luther 1912）」、日本語では「（文語訳）」である。

節の番号。聖書によっては、一部の節、とりわけ詩篇の節の番号の付け方が異
なる。各言語はそれぞれの聖書の番号に従って引用するため、同じ箇所の出典
表示が英語のものとわずかに異なることがある。

キリストの言葉。キリストの言葉は、その引用符とともに、主教の判断に従っ

て赤字で印刷する。少数の箇所では、語っておられるのがキリストであるか福

音書記者であるかについて見解が分かれている。ヨハネ伝福音書3:16がその例で

あり、そのような箇所は黒字のまま残す。

正典の範囲を異にする書。すべての教会が同じ書を聖書として受け入れている
わけではない。ある教会では受け入れられ、他の教会では受け入れられていな

い書、たとえば外典の諸書やエチオピア正教会（テワヒド）の正典に属する書

も引用することがあり、それを引用することは、その書の正典としての地位に

ついていかなる判断を示すものでもない。

権威の序列

典拠は、最も高いものから最も低いものへと、次の権威の序列に従って重みを

量る。各著者または各著作は、それが該当する最も高い区分に置く。信条はそ

れを採択した公会議とともに置くが、使徒信条は第九の区分に、アタナシウス

信条は第十一の区分に置く。

1. キリストの言葉。聖書のどこに記されているものであっても。
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2. 使徒の著作：マタイ伝福音書、ヨハネ伝福音書、ヨハネの第一・第二・第三の

書、ヨハネの黙示録、パウロの十三の書簡、およびペテロの前の書と後の書。

3. 新約聖書のその他の著作：マルコ伝福音書、ルカ伝福音書、使徒行伝、ヘブル

人への書、ヤコブの書およびユダの書。

4. 旧約聖書。1611年の欽定訳聖書に印刷された外典を含む。

5. 使徒教父。使徒たちに続く世代の人々（紀元95–150年頃）。

6. ニカイア以前の教父。ニカイア公会議（紀元325年）以前の人々。

7. ニカイアおよびニカイア以後の教父。砂漠の師父たちを含む。

8. 七つの全地公会議。東方と西方の双方に受け入れられたもので、それぞれが採

択した信条と定めを含む。

9. 後代の公会議。東方と西方の双方には受け入れられていないもの。

10. 聖人：東方であれ西方であれ、教会によって聖人と認められた人で、より高い
区分に置かれていない者の著作。

11. 信仰告白、カテキズム（教理問答）、ならびに教皇および総主教の文書。

12. 典礼文。古代の典礼や『祈祷書』（Book of Common Prayer）など。

13. 列聖されていない歴史上のキリスト教著作家。

14. 古代の正典外の典拠およびキリスト教以外の典拠。偽典、死海文書、ヨセフ

ス、ギリシア・ローマの歴史家など。

15. 現代の学術研究。

16. 参考図書。辞書やコンコルダンス（用語索引）など。これらは権威としてでは

なく、道具として用いる。

典拠の選択

支持を意味するものではない。回勅を引用すること、ある教派の著者のいずれ

かの著作を引用すること、またある教会の著作を他の教会の著作に代えて引用

することは、その教派または教会を支持することを意味せず、いかなる種類の

ひいきを意味するものでもない。ある一節が選ばれるのは、その特定の典拠の

その特定の一節が、論じている事柄について特に教えるところが大きいと主教

が判断したからであり、それ以外の理由によるものではない。いかなる教派を

も推し進めたり妨げたりすることは、主教の意図するところではない。
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真理は見いだされるところにある。主教は、真理は人がそれを見いだすところ

にあると考えている。それゆえ主教は、世俗の典拠や、正典外の著作、あるい

は諸教会の間でなお論争のある著作を引用することがある。そうするのは、著

者として、引用する一節が特に教えるところが大きいと判断し、自らの述べる

ことが真理であると確信しているからである。

引用と出典表示

引用は原文どおりである。引用符の中の言葉は、常に引用元の典拠の言葉その

ままである。典拠の言い換えを引用であるかのように示すことは決してない。

典拠の正確な文言を確認できない場合は、引用しない。

省略記号と角括弧。省略記号（……）は、引用が原文の文の途中から始まり、ま

たは途中で終わること、あるいは語句が省かれていることを示す。引用中の角

括弧内の語句は、引用元の版に現れるとおりに再現する。聖書の引用には決し
て何も挿入しない。

巻末注は全文を示す。著作の中で引用するすべての典拠は、その巻末注におい

て、典拠の言葉そのままに全文を示す。読者が典拠への参照ではなく、典拠そ

のものを読むことができるようにするためである。

出典表示。逸脱を明記した箇所を除き、出典表示と書式は『シカゴ・マニュア

ル』（Chicago Manual of Style）に従う。これは、ここに掲載されるような神学

的・歴史的著作について広く認められている方法である。天国の学者の著作

は、次の点において、次の理由により、意図的にこれと異なる扱いをしてい
る。

1. 神を指す代名詞は大文字で書き始める（He、Him、His）。「His right hand」（その

右の手）のように、神に属する語も同様である。シカゴ・マニュアルは一般に

これらを小文字とするが、ここでは畏敬の念から大文字とする。（この規則
は、大文字のある文字で書かれる言語のページに適用される。）

2. 部分的な引用には省略記号を残す。シカゴ・マニュアルは一般に、引用の初め

と終わりの省略記号を省く。ここではそれを残し、引用が、とりわけ聖書の引
用が文全体を示していないときには、読者が常にそれと分かるようにする。
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3. 巻末注は、引用するすべての典拠の全文を示し、参照箇所だけを示すのではな

い。読者が典拠そのものを読むことができるようにするためである。

4. キリストの言葉は、その引用符とともに赤字で印刷する。赤字聖書の長い慣習
に倣い、主の言葉が際立つようにするためである。

5. イエスを指す「Lord」（主）の語は、スモールキャピタルで組む。これは主教自

身の文章においてであり、聖書の中では決して行わない。畏敬の念によるもの
である。（この規則は、大文字のある文字で書かれる言語のページに適用され
る。）

他の言語における教父。教父の言葉を英語の版から引用する場合、他の言語の

ページにおけるその引用は、その英語の版から翻訳したものであり、その旨

を、たとえば「（ANF 1の英語から翻訳）」のように明記する。

言語と文体

畏敬を表す大文字。神を指す代名詞は大文字で書き始め（He、Him、His）、キ

リストがその右に座しておられると言う場合のように、同じ意味で神に属する

語も同様とする。この規則は、大文字のある文字で書かれる言語のページに適
用される。日本語には大文字と小文字の区別がない。

スモールキャピタルの「主」。主教自身の文章において、イエス・キリストを指

す「Lord」（主）の語は、大文字のある文字で書かれるすべての言語において、

スモールキャピタルで組む。聖書の中では決してこれを行わない。日本語には
大文字がないため、日本語のページでは「主」を通常の字体で書く。

その他の大文字。大文字のある文字で書かれる言語では、「Kingdom」（神の国

および天国）、「Kingdom Scribe」（天国の学者）、「Scripture」（聖書）、「the Church」

（キリストのからだ全体を意味する教会）、「the Holy Spirit」（聖霊）を大文字で
書き始める。

綴りと句読法。英語のページはアメリカ式の綴りを用いる。セミコロンで区切

られた列挙では、最後の項目を「; and」（日本語では「、および」）で導く。

称号。称号は呼びかけの形式として用いるものであり、地位の主張として用い

るものではなく、控えめに保つ。
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人名。聖人、教皇、総主教、その他の主教の名は、その人自身の教会で伝統的
な形、または読者の言語で慣用されている形で記す。選んだ形は、諸教会の間

のいかなる優劣をも意味しない。

翻訳。英語以外の言語のページは人工知能の助けを借りて翻訳されており、英

語の本文を正文とする。翻訳と権威についての覚え書きを参照。

ウェブサイト

図版。パブリックドメインの図版、またはそのような利用のために自由に使用

が許諾されている図版のみを掲げ、それぞれに説明と出典を付す。

番号、日付、改訂。刊行物には番号と日付を付す。常設のページはその場で改
訂されることがあり、改訂されたページには最終改訂の日付を示すことがあ
る。読者が自分の読んでいる版がどれであるかを知ることができるようにする

ためである。

訂正。誤り、とりわけ聖書の引用の誤りを見つけた読者は、ホームページに記
されている宛先まで知らせていただきたい。誤りは訂正する。

略語

KJV 欽定訳聖書（King James Version。1769年の標準本文）

ANF 『Ante-Nicene Fathers』（ニカイア以前の教父著作集）、Alexander

Roberts、James Donaldson編。後に巻数を付す

NPNF2 『Nicene and Post-Nicene Fathers』（ニカイアおよびニカイア以後の

教父著作集）第二集、Philip Schaff、Henry Wace編。後に巻数を付す

Easton Burton Scott Easton、『The Apostolic Tradition of Hippolytus』（1934年）

紀元 ラテン語 Anno Domini、「われらの主の年に」

頃 ラテン語 circa、およそ

最終改訂：2026年10月7日

✠

6 / 7

file:///tmp/claude-0/-home-claude/4b3c0d17-c867-5089-9434-bd667e9a99ca/scratchpad/website/site/ja/translations


本ページの日本語の聖句は、すべて文語訳聖書（旧約：明治元訳、1887年／新約：大正改訳、1917年、日本聖書協会）から引用し
ています。いずれもパブリックドメインです。本文：ウィキソース。聖句は抜粋して引用しており、省略箇所は「……」で示してい

ます。
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